
天竜厚生会における管理会計実践事例
～財務研修編～

社会福祉法人天竜厚生会 経営企画課

事務員 山下 裕多

1



社会福祉法人天竜厚生会とは

設立：1950年（昭和25年）

本部所在地：静岡県浜松市天竜区渡ヶ島217-3

従業員数：約2,400名
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事業数 （2025年7月現在）

障がい関係 78事業

高齢関係 63事業

医療関係 6事業

児童関係 85事業

生活困窮関係 26事業

その他 5事業

計 263事業



当法人の課題

・経営分野に長けた職員が不在。
・数字に苦手意識を持つ職員が多い。
・制度会計の理解や経営分析スキルが乏しい。

上記課題を解決するために、毎年財務研修を開催。
（対象：事業経営の中核を担う主任以上の職員）
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研修には演習問題を多く取り入れ、実際
に問題を解くことで理解を深め、実務活用
を目指す。

財務研修タイトル一覧（2024年度末時点の体系）

ランク（財務研修体系）
・習熟度に応じた内容を受講。
・ランクが上がるにつれて、より専門的知識や
 スキルが習得できる内容を用意。

講師
・公認会計士（静岡県社会福祉協議会経営指導員）
・経営企画課

動画視聴形式
・繰り返し受講可能。
・好きなタイミングで受講可能。
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初級編「計算書類の見方・読み方」

初級編「計算書類の見方・読み方」
Ⅰ.財務研修の意義
Ⅱ.計算書類の基本理解
Ⅲ.計算書類の役割と関連性
Ⅳ.事業活動計算書とは
Ⅴ.資金収支計算書とは
Ⅵ.貸借対照表とは

目的
計算書類を理解する。
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中級編「経営成績表の説明」

中級編「経営成績表の説明」
Ⅰ.経営企画課が毎月リリースする主な資料
Ⅱ.経営成績表の説明

1.概略
2.実物
3.項目の説明
4.経営成績表の見方

Ⅲ.演習

目的
経営成績表を理解する。
演習を通じて経営成績表の活用方法を
マスターする。
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上級編「管理会計及びキャッシュ・フローから見た経営状況分析」

上級編「管理会計及びキャッシュ・フローから
見た経営状況分析」
Ⅰ.管理会計から見た経営状況分析
Ⅱ.キャッシュ・フローから見た経営状況分析
Ⅲ.管理会計とキャッシュ・フローの関係

目的
管理会計（経営成績表）とキャッシュ・フロー（資金
収支計算書）の関係を理解する。
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上級編「収益比較・損益分岐点」

上級編「収益比較・損益分岐点」
Ⅰ.収益を比較しよう

1.収益比較手法の説明
2.問題
問題1.他施設比較
問題2.予実差異

Ⅱ.損益分岐点をザックリ計算しよう
1.損益分岐点手法の説明
2.問題
問題3.損益分岐点
問題4.目標利益→目標ご利用者数
問題5.目標ご利用者数→目標利益

目的
収益比較手法や損益分岐点手法から課題
を解決する。
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上級編「数量差異・単価差異」

上級編「数量差異・単価差異」
Ⅰ.数量差異・単価差異の説明
Ⅱ.数量差異・単価差異の計算事例
Ⅲ.数量差異・単価差異の実践
Ⅳ.数量差異・単価差異の分析事例

目的
数量差異・単価差異を理解し、課題を
解決する。
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統計学編「相関分析」

統計学編「相関分析」
Ⅰ.相関分析の説明
Ⅱ.事例

1.平均空きベッド日数
2.LSS（ロングショートステイ）
Ⅲ.問題

目的
相関分析を理解し、結果と原因の関係
を探る。原因を抽出し、原因を改善し課
題を解決する。
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工夫していること

１.可視化（数字→図・グラフ）

２.手順の明確化

３.充実した演習問題

４.解説動画により理解促進

５.映画風の動画を作成
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工夫１.可視化（数字→図・グラフ）

年度別サービス活動収益・費用 単位：億円

項目 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

サービス活動収益 138.4 141.1 142.3 147.1 150.3

サービス活動費用 132.6 133.7 136.8 141.9 144.4

事業利益 5.8 7.4 5.5 5.2 6.0

可視化
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可視化
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工夫２.手順の明確化

明確化
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工夫３.充実した演習問題

給食費の実績は予算内に収まっている。
一見すると“よい状況”に見えるが、要因分析を行わないと
妥当性は判断できない。

分析方法：
・数量差異：ご利用者数増減による影響（食数）
・単価差異：1食あたりの単価変化による影響（単価）

手順1.
1食あたりの単価を算出する。
手順2.
この表から図を作成し、視覚的に要因分析する。
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分析結果
・実績（費用）は予算内
・単価差異 +100万円
・数量差異 ▲1,000万円
実績（費用）が予算内に収まっていて
も、“よくない状況”。

※費用を数量と単価に分解すること
で状況を把握する。このケースでは
「単価を抑制する」、「ご利用者を増や
す」という2つの行動につなげる。

工夫３.充実した演習問題

単価差異 ＋100万円
物価高騰による影響：単価0.6円上昇

数量差異 ▲1,000万円
ご利用者数を確保できていない＝収入減
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工夫４.解説動画により理解促進 16

講師による丁寧な解説
↓

理解促進



工夫５.映画風の動画を作成（オープニング） 17

シャオシャオとレイレイが開始をアピール

コマーシャル（法人内喫茶店） 理事長からの激励

コマーシャル（インスタグラム）

映画風の動画
で財務への苦
手意識を和ら
げる。



オープニング伏線の回収 講師の紹介

コマーシャル出演者の紹介 最後の最後は「基本理念」

九十九匹はみな帰りたれ
ど、まだ帰らぬ一匹の行方

訪ねん

工夫５.映画風の動画を作成（エンディング） 18

映画風の動画
で財務への苦
手意識を和ら
げる。



当法人の課題

・経営分野に長けた職員が不在。
・数字に苦手意識を持つ職員が多い。
・制度会計の理解や経営分析スキルが乏しい。

まだまだ道半ばのため、これからも地道に取り組んでいく。
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ご清聴ありがとうございました。

天竜厚生会ホームページ

基本理念
九十九匹はみな帰りたれど、まだ帰らぬ一匹の行方訪ねん

天竜厚生会Instagram
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